






Ⅰ　いとぐち

　人類に初めて染色体異常が記載されたのは 1959 年のことで,現在に至る過去

11 年間,その関連領域から発表された論文は数多い。特に近年,手技の簡単な

リンパ球の培養法が普及してから爆発的な拡がりをみせ,先天奇形や精神薄弱

の臨床,血液疾患や悪性腫瘍の疫学との関連など大きな話題を提供している。

　小児科領域でも,感染症や栄養障害による乳児死亡の頻度は減少し,それらに

代って,先天異常が相対的に重要性を増して来た。例えば Carter は,ここ 70 年

間の先天異常に依る乳児死亡は 5%から 20%にも増加したと報告している。


